
持続的他動運動による深部静脈血栓症予防装置

術前用腸内洗浄装置の構成要素
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・既存の医療機器では、解決しない課題を有す
る医療現場の皆様
・新しい医療機器を上市したいと考えるメー
カーの皆様

医療の現場の課題に対し、デザイン思考の考
え方を取り入れた新しい医療装置の開発を行っ
ています。地域のものづくり企業と連携するこ
とで、上市を目指した活動を展開しています。
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1．深部静脈血栓予防装置の例
●医療現場における課題
長時間同じ姿勢を取り続けると、血管内

に発生した血栓が血液で運ばれ、肺血栓塞
栓症や心筋梗塞等、生命の危機に直結する
症状を発症することがあります。
現状、間歇的空気圧迫装置等を用いて予

防しますが、装置装着部位の蒸れやかゆみ
などを訴える患者さんが存在します。
●課題解決に向けたアクション

足関節を持続的他動運動することで、
「第2の心臓」と呼ばれるふくらはぎ（ヒ
ラメ筋）を伸縮運動させる深部静脈血栓予
防装置を開発しました。ふくらはぎを伸縮
することで、静脈内の逆流防止弁が作用し、
血流改善の効果を生みます。本装置の効果
は、超音波エコー装置のカラードップラー
画面により確認しました。

2．腸内洗浄装置の例
「大腸や直腸の手術前に、患部を衛生的に洗
浄したい」との医療現場の要望に応えるため、
デザイン思考を取り入れ、「術前用腸内洗浄
装置」の開発を行いました。
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～ 深部静脈血栓予防装置と腸内洗浄装置の例 ～
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